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〈資料〉
経済学史研究会の第 250回記念例会と
その歩みについて
On the 250th Anniversary Meeting
of the KG Society for the History
of Economic Thought
and the History of this Society
原　田　哲　史 　
The 250th Anniversary Meeting of the KG Society for the History
of Economic Thought was held December 7. 2019 at our Library Hall.
This Society had started in 1982, but was originated from “Prof. Hori’s
Research Meeting” founded in 1946. So we can count meetings of the
Society as over 650 times from the original foundation.
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1. 経済学史研究会第 250回記念例会
本学経済学部の広義での経済学史分野（経済学史・社会思想史・近代経済学
史ならびに経済思想史・経済哲学）の担当教員 現在は原田哲史・久保真・
本郷亮 は 1982年から 35年以上にわたって広域的な参加者を含む「経済
学史研究会」を本学で催し続けており、2019年の 12月例会（12月 7日（土））
はその第 250回記念例会となった。この研究会は、前身である故堀経夫教授
（1896～1981年）1) による「堀研究会」（1946年～81年）の 403回を合わせる
と実に 70余年にわたって 650回を超えて開催されており、この領域における
わが国で最も伝統のある研究会である2)。
図書館ホールで催されたこの記念例会では、経済学における経済学史研究の
意味に関する記念報告を、わが国とヨーロッパにおけるこの分野の功労者に依
頼した。竹本洋氏（本学名誉教授、日本学士院賞受賞者）による「テクストと
読解 「歴史器官」としての経済学史・社会思想史」と、ベルトラム・シェ
フォールト氏（ドイツ・フランクフルト大学上級教授、トーマス・グッゲンハ
イム経済思想史賞受賞者）による “The Significance of Economic Knowledge
for Development in History” （歴史に見る発展のための経済的学識の意義）
である。それぞれに竹澤祐丈氏（京都大学准教授）と中井大介氏（近畿大学教
授）がコメンテイターとして口火を切ったあと、活発な討論が展開された。
夕刻の関学会館「レストランポプラ」での祝宴では、かつて世話人として 30
年余りにわたって研究会を牽引された篠原久氏（本学名誉教授、「アダム・ス
ミスの会」会長）によって、研究会の歩みについて記念スピーチがなされた。
それに続いて、八木紀一郎氏（京都大学名誉教授）、有江大介氏（横浜国立大
学名誉教授）、有賀裕二氏（中央大学教授）、渡辺邦博氏（奈良学園大学名誉教
授）、小峯敦氏（龍谷大学教授）、上宮智之氏（大阪経済大学准教授）その他に
よって、祝辞や思い出が述べられた。また故堀経夫の孫娘で本学職員の山本由
1) 1955～66 年に本学学長、1958～68 年に経済学史学会代表幹事、1966～69 年に四国学院大学
学長、1966 年から日本学士院会員。堀経夫の略歴については、田中敏弘（1991）、141-143 頁
参照。
2) この専門領域のメインの学会である経済学史学会の創立が 1950 年なので、それよりも長く続
いている。http://jshet.net/about/intro/参照。
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起子氏の挨拶が場内を沸かせた3)。
2. 前身の堀研究会から数えて第 653回
上に「堀研究会」（1946年～81年）の 403回と書いたが4)、それはどのよ
うにカウントできるであろうか。それは以下のように確認することができるの
であり、それとともに末尾の「表 1：堀研究会の回数と頻度の多い報告者」を
作成した。
その 1：1946年 7月 27日の第 1回から 1973年 5月 27日の第 319回まで
堀研究会の記録は、1946年 7月 27日の 1回めから 1973年 5月 27日の例
会までの記録が堀経夫博士喜寿記念事業委員会編『経済学の研究と教育の五十
年』（1973年）に「堀研究会［堀経夫先生宅］」として示されている5)。回数
は記されていないので、それをひとつひとつ ただし日付だけで報告者名も
テーマも書かれていないものは入れずに6) 数えていくと、1973年 5月 27
日の例会が第 319回であることが分かる。
その 2：1973年 7月 1日の第 320回から 1981年 3月 22日の第 403回まで
1973年 7月 1日の 320回めから 1981年の 3月 22日の第 403回例会まで
については、田中敏弘氏（本学名誉教授）による「経済学史研究会記録補遺」
（2011年）に記されているが、これは 1975年 1月 26日の第 337回から 1977
年 12月 18日の第 369回までを欠いている（理由は不明）。これらをすべて含
むのは当時の世話人張光夫氏と篠原久氏によって書かれた記録ノート（篠原氏
3) 記念例会の模様は、下記の関西学院大学のウェブサイトに示されている。
https://research-activity.kwansei.ac.jp/topic/index.php?c=topics view&pk=15839
21703
4) 篠原氏の記念スピーチでは「402 回」と述べられたが、その後筆者が同氏から教示を得つつ厳密
に数え直したところ、次に述べるように 403 回であった。
5) 記念事業委員会編（1973）、747-768 頁。この記録は、田中（2010）に書き写されているが、残
念ながら 1 か所（1947 年 2 月 23 日の例会）の年月日の書き落としがあるので、1 回分少な
いかのような印象与える（田中（2010）、10 頁; 記念事業委員会編（1973）、747 頁参照）。
6) 1948 年の 9 月 26 日、10 月 15 日、11 月 14 日がそれである（田中（2010）、11 頁；記念
事業委員会編（1973）、749 頁参照）。また、堀氏が四国学院大学で催した 1967～69 年の研究
会（田中（2010）、24-25 頁；記念事業委員会編（1973）、767-768 頁参照）もカウントしてい
ない。
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が保持）であって、本稿では後者でもってあらためてカウントした。
以上その 1・その 2を通して全体を見て（表 1から）分かることは、最初の
10年ほどは（1956年まで）年に約 15～20回も開催されており、1年に複数回
報告する参加者が多かったことである。参加人数は明らかではないが、特定の
参加者らが密に行っていた研究会であったと考えられる。その後 1957年から
81年の最終回（第 403回）までは年約 10回程度の開催である。
この転換の理由は定かではないが、1951年に堀経夫編で 750ページほども
ある『経済思想史辞典』（創元社）が出版されていることからすれば、それまで
はその共同執筆を意識して行われた研究会として密であったのではないかと思
われる。1947年 11月 23日（第 23回）の例会では、久保芳和・西村孝夫両氏
の報告でテーマが「『経済思想史辞典』担当部分の執筆プランの発表」となっ
ているし、48年 1月 18日の三谷友吉氏の報告テーマも「執筆プラン発表」7)
となっている。また堀は『経済思想史辞典』の「序文」で「相当長い年月に亙
る月二回の会合」8) としてこの堀研究会について言及している。
『辞典』刊行後もしばらくは同じペースで続けていこうとしたとしても、次
第にそれに無理を感じて、57年頃からは年 10回ほどに減らしたのではなかろ
うか。あるいは、1955年から堀が（10年余りにわたり！）学長であったこと、
58年からは（これも 10年間）経済学史学会の代表幹事になったことから、本
人の多忙さゆえ、以前ほど頻繁に開けなかったこともあるであろう。
以上のように、堀研究会は変化しながらも 403回続くのであり、それに加
えて経済学史研究会の 250回をカウントすると、後者は実に 2019年 12月に
653回めを迎えたことになるのである。
3. 第 201回から第 250回までの記録
堀の死去（81年 9月 18日）によって堀研究会が第 403回（1981年 3月 22
日）の例会までで終止するとともに、それを継承して経済学史研究会として新
たに展開していったプロセスについては、すでに田中敏弘氏によって詳説され
7) 田中（2010）、11 頁；記念事業委員会編（1973）、748 頁参照。
8) 堀経夫編（1951）、3 頁。
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ているので9)、ここではとくに述べない。また経済学史研究会の第 1回（1982
年 1月）例会から第 200回例会（2009年 12月）までの報告者とそのテーマ
についても田中氏によって示されているので10)、そちらを見ていただきたい。
ここでは、それ以降の傾向と、また 2013年 3月から世話人が篠原久氏から
原田に交代したことにともなう変化について述べるとともに、末尾の「表 2：
経済学史研究会の第 201回例会から第 250回例会まで（2010年 3月～2019年
12月）の記録」（回（年月）・報告者・論題）でもって、資料としてのこの論稿
を閉めたい。
経済学史研究会の発足から足かけ 30余年にわたり（途中留学期での代役は
あったとはいえ）世話人を務めてきた篠原氏11) から原田へのその交代は、篠
原氏の定年退職（2013年 3月末）にともなうものであった。とすれば 2013年
の 4月からの交代になりそうなものであるが、それが同年 3月の第 219回例会
でもってなされたのは、同時に退職する篠原氏と竹本洋氏の両者を記念して、
原田が両者が報告者の記念例会を大きめの教室で開催すべく組織したからであ
る12)。つまり、自ら祝われる例会に世話人でいるわけにはいかないという篠
原氏の意向により、第 219回例会から原田が世話人を務めるようになった（事
務局は本郷亮、ただし 2020年 3月まで。また、2016年度は原田の留学のため
久保真が世話人代理）。
少しさかのぼるが、201回めに踏み出した 2010年 3月頃（篠原世話人期の
最後の 3年間ほど）には、本研究会も、この分野の他の諸研究会と同様、毎
回の例会について経済学史学会や社会思想史学会のメーリングリストによって
アナウンスし、広く出席を呼びかけることがすでに慣習となっていた。そのた
め、会員と会員外をもはや厳密に区別することが難しくなってきていた。また
夏合宿の宿を確保しそれを実施するのが、大学院生・研究員の減少とも相まっ
てしだいに厳しくなってきた。このような状況において、2013年の 3月例会
9) 田中（2010）、4、26-27 頁参照。
10) 田中（2010）、28-37 頁参照。
11) 田中（2010）、4 頁参照。
12) なお 2015 年 3 月に井上琢智氏が退職するに際して世話人の原田がその記念例会の開催を提案
したが、井上氏が辞退したため行われなかった。
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での世話人の交代を契機に徐々に研究会の実施形態が整理・見直されていき、
その結果、それ以前と比べて、次のような現在の実施形態へと移行した。
(1) 会員・非会員の区別はもはや行わず、定着して出席される方々を歓迎
するとしても、本研究会のサイトや学会メーリングリストとでのアナウン
スを見てその都度参加される方々を例外とは見なさない。
(2) それにともなって年会費は、自らを常連と意識する方々と会の運営に
寄与したいと考える方々とに自主的に、年度初めに 1,000円を納入してい
ただく。
(3) アナウンスを的確にするため、毎回の例会の最後に次の例会のプログ
ラムを披露するとともに、可及的速やかにそのプログラムを研究会サイ
ト13)と学会メーリングリストに提示する。
(4) 例会の開催は原則として毎年度 4月・7月・10月・12月の 4回とし
（特別な場合は追加的に 3月にも開催、また合宿は行わない）、回数を増や
すことよりも毎回の例会の中身を充実するように努める。
(5) 例会の内容を充実するために、原則として毎回 2ラウンドの報告を行
うことにし、また各報告に予定討論者をあらかじめ設定して（アナウンス
段階でそれも提示）、討論が迅速かつ深いものになるように努める。
(6) 海外の研究会で常識となっているように、懇親会は報告者への慰労の
意を含むものとし、報告者からは懇親会費をとらない。
以上である。
13) http://tetsushi-harada.com/kgshet/
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付記
本稿の作成にあたり、資料に関して篠原久先生、南森茂太氏、山本由起子氏
にお世話になりました。記してお礼申し上げます。
この記念例会のあと、2020年 3月 12日に田中敏弘先生が亡くなられまし
た（享年 90歳）。250回めの例会を内外の著名な研究者を報告者としてお呼び
して大きめの記念例会として開催することについては、最初に田中先生が提案
され、世話人の原田に託されました。筆者は、その記念例会に体調不良でご欠
席された田中先生がさらにご逝去へと至られたことに、愕然としました。ここ
に深い哀悼の意を表させていただきます。
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